
吊
.

゛
゛

,
一

、

.

り
力
の
現
代
焚
ハ
ウ
ン
ド
に
及
ぶ
ま
で
の
研
究

論
父
、
く
わ
え
て
英
翠
藹
教
育
、
国
文
学

の
名
作
翻
誤
に
い
た
ろ
ま
で
の
成
巣
三
十
数
篇
、

さ
ら
に
博
士
の
友
人
知
己
に
ょ
る
研
究
論
文
を
く

わ
え
て
倒
十
余
篇
倫
文
半
あ
る
。
こ
の
な
か

に
は
、
焚
、
学
者
と
し
て
令
名
九
か
い
樂
人
矢

野
禾
積
博
士
、
演
劇
需
家
山
本
修
二
氏
、
ミ
シ

ガ
ン
大
学
教
授
F
・
L
.
ハ
ン
ト
リ
イ
ー
博
士
、

朋
治
学
院
大
学
禽
橋
源
次
博
士
、
方
言
学
者
楳

畑
実
氏
、
日
木
英
学
研
究
家
電
久
篤
太
郎
氏
、
な

ど
の
友
情
繁
論
文
を
は
じ
め
、
女
子
大
学
長
越

知
,
父
雄
博
士
、
大
学
教
将
覺
玉
実
用
氏
の
詩

な
ど
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
四
十
数
曾
雙

次
代
の
河
古
社
・
講
"
粢
文
学
を
背
オ
う
れ

、

小丁
研
冗
一
永
の
允
突
し
九
Ⅱ
ゞ
ふ
り
は
^
者
の
義
望

の
内
て
あ
ろ
う
巻
米
一
L
J
せ
ら
れ
六
「
自
工
に

か
え
て
と
瑚
し
た
エ
ッ
セ
イ
は
、
博
士
綴
実

な
人
柚
を
如
突
に
尓
す
も
の
と
し
て
北
の
し
い
一

文
で
あ
る
。
染
華
な
六
0
0
余
頁
に
及
ぷ
こ
綸

文
集
は
、
そ
の
ま
ま
上
野
博
士
の
、
学
者
と
し

て
、
教
烹
と
し
て
の
大
き
な
存
在
を
も
の
が
北

ろ
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
J
 
・
 
T
)

一
円
一
、
黒
田
了
一
編
「
法
問
題
入
門
窕
U

右
女
開
、
 
B
6
三
七
七
頁
、
定
俳
八
0
円

、

闡

「
上
野
直
蔵
博
士
.
暦
記
念
論
女
集
発
行
所
、
来

定
仙
一
・
八
0
0

、

六
小
、
南
雲
堂
A
5
」
<
:

貝

円
学
長
上
野
嘉
博
士
の
還
暦
記
△
舗
文
条
こ

の
ほ
ど
上
梓
さ
れ
た
。
博
士
の
英
文
響
と
し
て

の
名
.
円
は
す
で
に
北
か
く
、
そ
の
研
究
範
囲
は
英

要
米
文
学
の
み
な
ら
ず
、
論
教
育
、
最
文

学
、
英
文
創
作
に
及
び
、
冬
方
面
に
門
下
の
育
成

に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
九
。
こ
の
論
文
集
は
、
そ
う

し
た
博
士
の
広
く
、
深
ゞ
需
の
円
下
に
及
ぽ
し

北
ル
ν
飼
の
総
決
竹
九
壮
"
の
側
力
あ
る
。
凸
く
は
イ
キ

リ
ス
"
刊
糺
の
ラ
ン
グ
ラ
ン
ド
.
豹
し
く
は
ア
メ

本
"
は
、
同
大
、
京
大
、
立
大
、
そ
の
他
諸
教
授
肌Ⅲ

憲
法
の
諸
問
樫
つ
い
て
執
誓
れ
た
議
川

.
)
、
力

Ⅲ

栗
で
、
田
畑
博
士
の
謎
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
脚Ⅲ

三
つ
の
部
分
よ
り
な
る
木
於
、
こ
の
談
戀
の
ⅧⅢ

轟
に
立
っ
て
統
一
き
れ
て
い
る
。
憲
法
の
葉
川Ⅲ

問
讐
あ
つ
か
っ
系
一
部
で
は
、
鞭
と
政
治
削Ⅲ

(
碑
哲
)
大
日
本
帝
鼎
法
と
日
本
国
鞭
(
熊
脚

ハ
命
作
)
日
本
国
鞭
法
の
制
定
(
井
ケ
田
良
治
)
Ⅷ

絶
対
的
平
和
弐
と
永
世
中
立
(
恒
張
)
憲
法
刑

改
止
と
慧
法
改
悪
(
田
畑
忍
)
憲
法
と
安
傑
体
制
、

(
儲
了
一
)
の
甥
稔
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
雫
は
、
里
倫
稀
と
し
て
、
象
徴
天
川Ⅲ

(
一
円
一
徳
)
公
務
貝
制
と
・
凶
僚
胴
(
署
Ⅷ

,
村

Ⅲ

邑
憲
法
と
送
挙
制
度
(
大
四
尿
)
衆
談
陟
鄭
ⅧⅢ

鯏
際
(
土
井
多
賀
f
)
な
ど
の
山
遡
か
究
明
さ
れ
削Ⅲ

て
い
る
ま
た
第
.
一
部
で
は
、
国
民
の
諸
権
利
と
Ⅷ

姪
し
て
、
条
的
人
権
の
問
樂
あ
つ
か
わ
れ
、

「
基
本
的
人
権
を
ま
も
り
ぬ
く
こ
と
禽
長
大
Ⅷ

の
責
任
で
あ
り
義
務
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
ⅧⅢ

い
る
。
こ
れ
に
は
、
孤
本
的
人
権
(
末
川
博
)
佃
川Ⅲ

人
尊
市
の
盗
(
八
木
鉄
男
)
公
北
の
一
親
と
不
ⅧⅢ

需
用
の
原
則
、
(
葬
勝
)
国
民
の
政
治
的
権
ⅧⅢ

^
^
^
^
.
^
^
^
劃
^
判
^
^
」
^
、
^
と
^
る
玉
^
^
.
川
^1

才
1
 
(
1
旦
)
愆
沙
と
謬
復
(
ハ
介
"
貝
川
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三
郎
)
憲
法
に
お
け
る
那
人
の
地
位
(
田
辺
繁
1
)

教
育
権
と
勤
誘
問
越
(
羽
W
蔵
)
勤
響

の
労
働
架
権
(
佃
藤
武
一
)
財
籍
の
保
師
丘

町
に
関
す
る
諸
問
題
(
加
峡
正
屶
)
那
刑
法
定
主
義

と
鞭
(
滝
川
*
辰
)
鞭
竺
一
条
と
法
の
適

正
チ
続
(
大
野
真
或
)
死
刑
廃
止
諭
(
秋
山
哲
治
)

の
仏
霧
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
收
施
川
博

士
器
文
は
、
牛
眼
後
の
も
の
と
な
っ
九
。

内
容
論
旨
が
、
平
易
で
あ
る
上
に
、
千
製
な
諸

問
題
に
触
力
た
小
蹴
の
闘
給
法
冉
と
し
て
、

わ

が
国
の
諜
ゆ
く
ぺ
き
彬
剣
を
小
し
北
"
獣
で

あ
る
点
で
ポ
当
は
、
必
§
れ
ろ
べ
き
好
茗
で
あ

る
と
い
ぇ
よ
、
つ
0

(
K
 
・
 
U
)

ら
し
て
も
竹
り
川
せ
な
い
到
モ
徳
の
空
会
を
こ

よ
な
く
好
む
。
」

茗
打
は
こ
の
川
科
〕
,
斎
の
化
人
と
な
っ
て
十
乳

、

^
〕
^
割
に
山
っ
て
^
^
芋
^
^
^
と
^
一
^
^
,

ノ
」力
北
わ
ら
、
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
同
志
社
釜
'

楽
鬮
の
癒
材
と
し
て
打
込
ん
で
こ
ら
れ
、
近
年
、

京
都
市
教
厶
U
委
員
長
の
要
職
を
も
か
ね
ら
れ
る
多

忙
の
な
か
に
、
こ
ん
な
珠
.
上
の
よ
う
な
舶
笹
を
も

の
に
さ
れ
北
。
な
お
加
登
膝
仁
氏
の
美
し
い
靴

の
X
と
、
曾
・
厭
呂
需
の
瓢
絵
は
、
こ
の

好
著
を
か
ざ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
ぇ
よ
う

松
好
貞
夫
著
(
校
友
)
天
保
の
義
民
」
岩
波
新
轡

四
七
.
ぢ
、
定
価
一
.
0
円

岩
波
新
'
と
し
て
出
大
司
氏
の
一
、
冊
倒
の
茗
李

あ
る
。
<
'
更
紹
介
の
必
愛
も
共
ほ
ど
<
,
年
一
刀

の
'
新
聞
轟
鶏
欄
で
大
き
く
と
り
あ
げ
九
。

<
'
力
ら
劇
二
十
一
勺
創
豹
島
先
止
挺
け
の
何
小
、

水
劉
忠
邦
の
人
保
改
笊
の
さ
小
に
惹
起
し
た
人
膿

民
迎
動
、
著
者
の
劉
坐
汀
艸
油
生
と
隣
接
の
川
賀
、

架
太
:
一
郡
の
ー
だ
っ
九
庄
屋
大
庄
屋
(
m
賀
武
十

の
イ
孫
)
在
指
群
名
と
す
る
四
刀
の
農
民
か
、
幕

府
役
人
倫
税
手
段
で
あ
る
那
不
発
検
地
実
施

'
ル
し
六
辻
列
の
如
ネ
を
を
研
光
し
、
封
建
ネ
則

に
方
け
る
プ
衆
述
列
戊
ν
の
刃
鮴
条
1
昂
 
1
例

本
轡
は
そ
の
収
め
ろ
と
こ
ろ
の
馳
笵
約
一
.
十
篇
1

主
と
し
て
耕
誌
洛
味
に
書
か
れ
大
も
の
。
茗

者
の
五
十
畜
念
、
京
都
在
住
.
二
十
圷
の
モ
ニ
ユ

メ
ン
タ
ル
な
一
孫
も
含
ま
れ
て
い
る
。

「
研
究
簀
御
所
の
北
仙
、
,
発
<
'
出
川
の
キ
ャ

ン
ハ
ス
、
割
合
に
奥
ま
っ
九
一
轡
理
化
学
館
に

あ
る
皿
ヨ
三
9
て
二
U
卜
小
、

か
し
私
は

こ
の
1
加
な
1
勿
和
な
る
近
代
技
1
の
粋
を
こ

6
 
^
^
^
一
^
、
、
^
^

し
膿
民
迎
羽
と
し
て
は
稀
な
ナ
伊
を
明
ら
か
こ
Ⅷ

し
た
学
岡
的
楽
鎖
で
あ
る
。
史
料
に
対
す
る
辿
止
^

な
判
断
と
推
移
野
す
る
耶
件
の
挺
え
方
の
手
際
川Ⅲ

よ
さ
は
、
そ
の
地
出
身
者
な
ら
で
は
の
祭
、
抱
か
川Ⅲ

せ
釧
1
、
に
つ
な
力
る
雫
小
な
惑
と
勢
"
と
か
肝
川

究
の
支
札
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
忠
は
せ
る
。
ま
肌Ⅲ

た
表
弓
の
H
山
さ
う
ま
さ
か
こ
四
f
問
山
の
市
肌Ⅲ

場
を
奨
に
鰹
柴
、
教
餐
'
の
市
場
に
ま
で
卯
し
広
ⅧⅢ

め
 
0
新
k
凶
4
 
の
H
的
を
允
分
達
し
て
い
る
。
一
響
川

は
.
兀
刷
大
教
授
現
東
京
都
V
大
教
授
、
日
木
近
川

枇
絲
游
史
専
攻
、
経
博
。

(
R
 
・
 
T
)

臼
井
喜
之
介
、
松
尾
弘
子
共
著
、
写
集
「
西
陣
」

発
一
打
所
、

名
、
,
 
1
上
リ
況

.
ー

A
5
版
:
乳
0
貞
、

'
r
u

定
価
八
二
0
円

西
陣
の
歴
史
、
喪
、
西
櫛
織
の
紹
介
、
ま
六
西
川Ⅲ

叫
師
惣
叩
と
歳
水
、
ル
カ
一
X
と
文
・
卓
に
ょ
っ
て
肌

説
さ
れ
て
い
る
こ
の
本
の
芙
し
い
写
レ
H
.
<
を
担
当
ⅧⅧ

さ
オ
た
の
は
↓
、
勾
に
.
"
ヒ
心
ι
人
ヅ
上
文
"
,
十
'
a
 
ⅢⅢ

を
,
"
業
し
た
松
尾
弘
f
さ
ん
で
あ
る
が
、
刷
姑
は
ⅧⅢ

汝
*
い
ら
い
、
西
帥
霧
工
業
細
介
の
広
縦
を
担
ⅧⅢ

ノ
ー
 
0

し
1
y
痢
'
 
J
 
Ⅱ
」
川
し
し
る
 
q
中
Ⅷ

、
,

Ⅲ

ぐ
ら
ふ
で
才
能
を
兆
押
さ
れ
て
い
る
。
Ⅱ
<
茗

ー
、
Ⅱ川

Π
リ
一
芝
介
氏
ω
文
、
Y
と
と
、
U
に
、
こ
<
す
,
,
小
Ⅷ

都
に
関
一
9
る
幻
川
の
統
み
も
と
い
ぇ
よ
J
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円 男
著

、

工

、ゴー

教
授

、

ーー「

流
洞
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